
　
甲
子
園
九
番
町
の
つ
ど
い
場

「
は
ま
か
ぜ
」。
扉
を
開
け
る
と
、

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
人
や
新
し

く
来
た
人
に
自
然
に
声
を
か
け
る

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
る

で
昔
か
ら
あ
る
喫
茶
店
の
よ
う

な
、
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
で
す
。

　「
新
し
い
人
が
来
た
ら
、
利
用

者
さ
ん
が
、『
ど
こ
か
ら
来
た

ん
？
』
っ
て
声
を
か
け
て
く
れ
る

ん
で
す
」
そ
う
笑
う
の
は
、「
は

ま
か
ぜ
」
を
立
ち
上
げ
た
鳩
岡
尚

子
さ
ん
で
す
。

　
鳩
岡
さ
ん
が
居
場
所
づ
く
り
を

考
え
た
原
点
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
相
談
員
と
し
て
働
い
て
い
た

頃
。「
利
用
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
に
も
笑
っ
て
い
て
ほ
し

い
。
気
持
ち
を
吐
き
出
せ
る
場
所

が
必
要
」
と
感
じ
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
時
、
西
宮
市
の
「
共

生
型
地
域
交
流
拠
点
事
業
」
を
知
っ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。

　
立
ち
上
げ
ま
で
に
は
約
３
年
。

物
件
探
し
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
・
児
童

委
員
、
自
治
会
な
ど
と
関
わ
り
、

地
域
に
活
動
を
伝
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
３
年
間
が
、
地
域
に
は

ま
か
ぜ
を
知
っ
て
も
ら
う
大
切

な
時
間
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
乗
り
越

え
、
は
ま
か
ぜ
は
、
オ
ー
プ
ン
か

ら
丸
４
年
。
今
で
は
70
歳
以
上
の

男
性
も
多
く
、
利
用
者
同
士
で
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
交
換
し
、
連
絡
を
取
り

合
う
こ
と
も
。
新
し
い
人
に
は
利

用
者
か
ら
声
を
か
け
、
自
然
に
輪

に
入
れ
る
温
か
い
空
気
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
は
ま
か
ぜ
で
は
、
ス
マ
ホ
教
室

や
体
操
教
室
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

「
ニ
コ
ニ
コ
介
護
」、
子
育
て
世
代

向
け
の
催
し
な
ど
世
代
を
問
わ
ず

人
が
集
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
水
曜
日
限
定
の
卵

サ
ン
ド
を
は
じ
め
、
地
域
の
居
酒

屋
が
作

る
手
作

り
弁
当

の
販
売

や
配
達
、

フ
ー
ド

パ
ン
ト

リ
ー
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
地
域

の
暮
ら
し
を
支
え
る
役
割
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　
鳩
岡
さ
ん
は
、
は
ま
か
ぜ
を
知

ら
な
い
人
と
も
つ
な
が
り
、医
療・

介
護
・
福
祉
の
専
門
職
や
住
民
な

ど
を
つ
な
ぐ
役
割
も
担
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
こ
こ

は
人
を
助
け
る
場
所
に
見
え
る
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
私
は
地
域
の

み
ん
な
に
『
助
け
て
ね
』
っ
て
言

い
た
い
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
鳩
岡
さ
ん
の
思
い
の
原

点
は
、
中
学
２
年
生
の
こ
ろ
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
障
が
い
者
施
設

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
き
っ
か
け

に
福
祉
の
世
界
へ
進
み
、
以
来
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
は
ま
か
ぜ
を
続
け
る

中
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
自
分

自
身
も
楽
し
む
こ
と
。「
自
分
が

楽
し
い
か
ら
続
け
ら
れ
る
」
と
笑

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
も
は
ま
か
ぜ
地
域

に
根
付
き
、
困
っ
た
と
き
、
寂
し

い
と
き
、
誰
か
と
話
し
た
い
と
き

に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
場
所
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
す
。

気軽に立ち寄れる「はまかぜ」

「ニコニコ介護」では、ギター演奏も楽しめます

人
と�

人
を
つ
な
ぐ
、
地
域
の
居
場
所
に

南
甲
子
園
つ
な
ぐ
会  

つ
ど
い
場
「
は
ま
か
ぜ
」

代
表
　鳩
岡 

尚
子 

さ
ん

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち
　　
あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち
　　
あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

水曜日限定のお楽しみ

つどい場「はまかぜ」

場所：西宮市甲子園九番町 5-9
電話：0798-31-5227
開所：�月曜日～金曜日�

9 時～ 15 時（祝日は休み）
どなたでも気軽にお立ち寄りください

　  第399号 令和 8年11月 1日コミュニティなるお

発行日
　2026.  11. 1

発行責任
　鳴 尾 連 合 自 治 会

編集
　コミュニティなるお
　　　　　編集委員会

　TEL. 47―0101

⑴



　中
津
浜
線
か
ら
今
津
へ

　
最
終
回
は
、
中
津
浜
線
を
交
差

し
て
新
川
橋
を
渡
り
、
名
神
高
速

道
路
の
高
架
を
く
ぐ
っ
て
今
津
曙

町
へ
入
り
ま
す
。
こ
の
辺
り
か
ら

旧
国
道（
中
国
街
道
）は
少
し
北
側

に
ず
れ
、道
幅
も
狭
く
な
り
ま
す
。

　
や
が
て
、
白
壁
が
長
く
続
く
日

蓮
宗
・
淨
願
寺
沿
い
を
歩
き
ま
す
。

　
淨
願
寺
を
過
ぎ
る
と
小
さ
な
お

稲
荷
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。「
桜さ

く
ら
の
お
き
な翁

稲
荷
大
明
神
」
と
呼
ば
れ
、
今
津

に
伝
わ
る
昔
話
『
今
津
の
桜
翁
』

に
ま
つ
わ
る
お
稲
荷
さ
ん
で
す
。

こ
の
昔
話
は
『
ま
ん
が
日
本
昔
ば

な
し
』で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
津
駅
前
の
生
ま
れ
変
わ
り

　
か
つ
て
阪
急
・
阪
神
今
津
駅

前
に
は
、
南
北
に
約
2
0
0
m

続
く
「
阪

急
市
場
」

が
あ
り
、

旧
国
道
沿

い
に
も
そ

の
入
り
口

が
あ
り
ま

し
た
。
周

辺
に
は
、

ス
ー
パ
ー

や
商
店
も
並
び
、
今
と
は
少
し

違
っ
た
駅
前
の
風
景
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
現
在
、
阪
神
と
阪
急
の
今
津
駅

は
高
架
の
連
絡
通
路
で
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
歴
史
は
大
正

15（
1
9
2
6
）年
、
阪
急
電
鉄
が

西
宮
北
口
駅
か
ら
今
津
駅
ま
で
延

伸
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
阪
神
電
車
は
明
治
38

（
1
9
0
5
）年
の
開
通
時
か
ら

あ
っ
た
今
津
停
留
所
を
久
寿
川
駅

と
改
称
し
、
新
た
に
今
津
駅
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
当
初
、
今
津
駅
は
地
上
駅
で
、

阪
神
と
阪
急
そ
れ
ぞ
れ
の
線
路
が

接
近
す
る
形
で
設
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
相
互
乗
り
入
れ
の
線

路
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
両
駅
は
高
架
化
さ
れ

ま
す
。
平
成
７（
1
9
9
5
）年
12

月
に
阪
急
今
津
駅
、
平
成
13
年
３

月
に
は
阪
神
今
津
駅
が
高
架
と
な

り
、
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　旧
国
道
を
西
へ

　
今
津
駅
の
連
絡
通
路
の
下
を
抜

け
、
今

津
西
線

と
交
差

す
る
辺

り
で
、

旧
国
道

は
少
し

北
側
に

ず
れ
て
再
び
道
幅
が
狭
く
な
り
ま

す
。
阪
神
電
車
の
高
架
を
く
ぐ
る

と
、
旧
国
道
は
こ
こ
で
初
め
て
阪

神
本
線
の
南
側
に
出
て
、
国
道
43

号
と
の
間
を
西
へ
向
か
い
ま
す
。

旧国道と交差する中津浜線

白壁の淨願寺

名
神
高
速
を
境
に
表
情
を
変
え
る
旧
国
道

今
津
の
昔
話
に
登
場
す
る
桜
翁
大
明
神

現在の今津駅前

今津西線を越えると道が狭くなります
西宮市総合福祉センターを右手に、
写真左側の道が旧国道

歴
史
街�

道・旧
国
道
を
歩
く
③�

中
津
浜
線
か
ら
西
宮
神
社
赤
門
前
へ

広告
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西
宮
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

右
に
見
な
が
ら
進
み
、
東
川
に
架

か
る
本
町
橋
を
渡
り
ま
す
。

　
東
川
の
本
町
橋
と
六
湛
寺
川
の

宝
橋
の
間
に
は
、
道
祖
神
を
思
わ

せ
る
石
碑
群
が
並
ん
で
い
ま
す
。

ひ
と
き
わ
大
き
く
中
央
に
立
つ
の

が
「
大
岩
大
神
」
で
、
左
右
一
対

の
狛こ

ま
狐き

つ
ね

に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　西
宮
神
社
の
赤
門
へ

　
用
海
筋
を
越
え
た
辺
り
か
ら
、

旧
国
道
は
ほ
ぼ
一
直
線
に
な
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、
札
場
筋
線
角
の
札
場

筋
交
番
ま

で
来
る
と
、

そ
の
先
に

は
「
え
べ

っ
さ
ん
」

の
愛
称
で

親
し
ま
れ

る
西
宮
神
社
の
赤
門
が
、
は
っ
き

り
と
見
え
て
き
ま
す
。

　
武
庫
川
の
堤
防
か
ら
た
ど
っ
て

き
た
旧
国
道
（
中
国
街
道
）
の
道

の
り
も
、
こ
こ
で
終
了
で
す
。

　
こ
の
辺
り
で
、
中
国
街
道
は
京

都
・
東
寺
か
ら
続
く
西
国
街
道
と

合
流
し
、
さ
ら
に
西
へ
。
下
関
、

そ
し
て
九
州
・
太
宰
府
方
面
へ
と

道
は
続
い
て
い
き
ま
す
。

　
何
気
な
く
通
っ
て
い
る
現
在
の

道
路
に
も
、
か
つ
て
人
や
物
が
行

き
交
っ
た
街
道
の
面
影
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
武
庫
川
の
尼
崎
側
か
ら
西
宮
神

社
ま
で
歩
い
た
今
回
の
道
の
り

で
、
旧
国
道
も
終
着
点
を
迎
え
ま

し
た
。

　中
国
街
道
～
旧
国
道
、
そ
し
て
今

　
　「甲
子
園
け
や
き
散
歩
道
」

　
中
国
街
道
は
、
大
坂
の
高
麗
橋

（
現
在
の
大
阪
市
中
央
区
）
か
ら
、

西
宮
神
社
付
近
ま
で
を
結
ぶ
、
全

長
お
よ
そ
24 

km
の
街
道
で
し
た
。

江
戸
時
代
、大
坂
と
西
国
（
中
国・

四
国
・
九
州
地
方
）
を
結
ぶ
最
短

ル
ー
ト
と
し
て
、
物
流
・
政
治
・

経
済
の
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
。

　
西
国
街
道
（
山
側
）
を
そ
の
ま

ま
京
都
へ
向
か
わ
ず
、
西
宮
か
ら

こ
の
中
国
街
道
に
入
り
、
大
坂
城

下
を
経
て
江
戸
に
向
か
う
道
と
し

て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て

の
街
道
は
、
今
の
「
旧
国
道
」
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
旧
国
道
は
、
現
在
も
大
阪

と
西
宮
を
結
ぶ
身
近
な
道
路
と
し

て
、そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

旧
国
道
と
な
っ
た
道
筋
は
、
鳴
尾

地
域
で
は
、
現
在
「
甲
子
園
け
や

き
散
歩
道
」
と
呼
ば
れ
、
地
域
で

深
く
愛
さ
れ
る
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
中
国
街
道
が
果
た
し
た
、

人
や
物
、文
化
を
つ
な
ぐ
役
割
は
、

今
も
こ
の
道
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　
約
80
店
舗
が
あ
る
甲
子
園
け
や

き
散
歩
道
で
は
、
日
々
の
買
い
物

や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
道
沿
い
に
あ
る
岡
太
神
社
で
の

「
け
や
き
ま
つ
り
」
は
、
の
ど
自
慢

大
会
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
催
し
が

行
わ
れ
、地
域
の
行
事
と
し
て
、人
々

を
つ
な
ぐ
大
切
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
道
路
整
備
を
終
え
た

ば
か
り
の
こ
の
道
に
植

え
ら
れ
た
街
路
樹
の
ケ

ヤ
キ
は
ま
だ
若
く
、
こ

れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し

み
で
す
。

　
歴
史
あ
る
道
の
記

憶
と
、
今
を
生
き
る

地
域
の
暮
ら
し
が
重

な
り
合
う
、
鳴
尾
の
大

切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
で
す
。

いつからここに？　由来の分からない道祖神

札
場
筋
線
角
の
交
番

旧国道のゴール、西宮神社赤門

旧
国
道
の
先
に
臨
む
中
国
街
道
の
起
点
だ
っ
た
大
阪
の
高
層
ビ
ル
群

広告

鳴尾支店
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朝から元気！

みんなでラジオ体操
にぎわう夏の夕べ

～勝
かち
鬨
どき
地蔵盆まつり～

　７月25日の８時30
分に、太鼓の合図とともに里
中町子どもみこし巡行がス
タートしました。高張、太鼓、
鉦（かね）の音を響かせなが
ら、子どもと大人合わせて約
60人が町内を巡行し、夕方
から始まる阿波踊りへの期
待も高まりました。18時か
らは、神戸楠公連50人による阿波踊りが披露されました。
南側道路を通行止めにして約120mの流し踊り。その後、
公園内で構成踊りが披露され、さらに輪踊りが始まると

徳島さながらの熱気
に包まれました。
　その後は盆踊りが
始まり、朝の子どもみ
こしから夜の踊りま
で地域が一つになっ
て楽しむ夏の1日と
なりました。

　阪神甲子園球
場から南へ約100mの月
見里公園で、８月23日に
甲子園町自治会主催の

「勝鬨地蔵盆まつり」が開
催されました。
　15時、水かけ祭り「ソ
ンクラン」でスタート。

鳴尾中学校吹奏楽部の演奏やミニ新幹線、地蔵盆ならでは
の大

おお
数
じゅ

珠
ず

回しなど、さまざまな催しが行われ、会場には夜
店も並び、多くの人でにぎわいました。
　夕方からは盆踊りが始
まり、子どもから大人まで
踊りの輪に加わって夏の
ひとときを満喫。最後はお
楽しみ抽選会も行われ、会
場は大いに盛り上がりま
した。満開のサルスベリ
も、夏祭りに彩りを添えて
いました。

　夏休みの朝、高須の子どもたちが元気にラジオ体
操に参加しました。
　７/21～24日、８/20～27日（22・23日を除く）、高須小
学校と高須西小学校の児童が赤胴車のある広場に集まり、
高須地区青愛協主催のラジオ体操が行われました。　

　６時30分になる
と、子どもから大人
まで大勢が参加し、
そろってラジオ体
操第１・第２で体を
動かします。体操を
終えた子どもたち
は、スタンプカード

に参加印を押してもらいました。
　「今回のラジオ体操は、高須校区老人クラブ連合会にも
協力をいただき、多くの大人が参加してくれました」とス
タッフ。世代を超えて体を動かす、夏休みのひとときとな
りました。最終日には参加賞・皆勤賞も。「皆勤だー‼」と日
焼けした笑顔で喜ぶ小学５年生の男子児童が頼もしく見
えました。 

華やかな踊りを披露する神戸楠公連

朝
の
ま
ち
を
行
く
子
ど
も
み
こ
し

夜
店
で
に
ぎ
わ
う
会
場

夕暮れとともに広がる盆踊りの輪

青空の下、みんなでラジオ体操

南
甲
子
園

高

　須

鳴
尾
北

踊りで沸いた！里中夏まつり踊りで沸いた！里中夏まつり
阿波踊りがやってきた！阿波踊りがやってきた！

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

広告
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　 現 在 の
ら ら ぽ ー
と 甲 子 園
がある場所には、
かつて甲子園阪
神パークがあり、
夏には盆踊り大
会が開かれてい
ました。その後も
地域で親しまれ
てきた盆踊りが、

今年「わくわくサマーフェス」として開催されました。
　８月15日、鳴尾西校区10町会の自治会長らが協議し、 
三井不動産・ららぽー
と甲子園の協力を得
て、キッザニア甲子園
南側にあるG駐車場
を会場に開催。キッズ
ダンスで幕を開け、和
太鼓「かざぐるま」に
よる演舞に続いて盆
踊りが始まり、会場は
夏祭りの熱気に包ま
れました。

　８月18～21日、浜甲子園さ
くら街で開催された「DANCHI
つながるーむ」は、UR（都市再
生機構）の「くらしつながるサ
ポーター」をはじめ、地域で教
室やワークショップを行うス
ペシャリスト、地域のボラン
ティアスタッフの協力で進め
られました。
　今回は、まちのね浜甲子園協
力で、こどもらうんじ実施の
他、e-sports体験、こども映画
上映会、工作教室、最終日には
人と自然の博物館の移動博物
館「ゆめはく」が団地に来るな
ど、盛りだくさんでした。

　夏の風物詩、花火。近年は音や煙、安全面への配慮
から、子どもたちが手持ち花火を楽しむ機会も少な

くなっています。
　そうした中、８月８日に「子どもたちに夏の思い出を」と、小
曽根町子ども会と小松東町子ども部が共催で花火大会を開
催。申し込みが多く、白山姫神社と小松公園の２会場に分か
れて行われました。
　翌９日に
は「子 ど も
食 堂 ま き
ちゃんち」
でも花火大
会 を開 催。
みんなで夕
食を食べた
後、 暗 く
なってから
花 火 に 点
火！ 子 ど
もたちは、周りの大人から花火の持ち方や友だちとの距離な
ど安全な楽しみ方を教わりながら、色とりどりの花火に歓声
を上げ、夏休みのひとときを楽しみました。

　近年の気候変動により、冬場の厳しい底冷えや
夏場の猛酷暑への対策、そして災害への備えに関
心が高まっています。こうした中、地域の防災拠点
でもある鳴尾東小学校では、これまで進められてきた校
舎の長寿命化による大規模改修工事をはじめ、体育館や
全館の個別空調（冷暖房）設備の導入が全て完了しまし
た。
　これにより、体育館は災害時に長引く避難生活におい
て、住民の「快適性と健康を守る機能」が格段に向上して
います。今後は、季節を問わず、子どもたちから高齢者ま
で誰もが安心して過ごせる環境が整いました。また、近年
のトイレの洋式化・美化も進み、衛生環境も改善。鳴尾東
小学校は、子どもたちの学び舎

や
として、また地域を温かく

守る「安心のとりで」として稼働を始めています。

鳴尾東小、災害時も安心快適な避難所へ

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
会
場

元気いっぱいのキッズダンス

屋
外
：
手
作
り
風
鈴
が
き
ら
り

き
れ
い
な
花
火
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た

体
育
館
の
最
新
の
空
調
設
備

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ

鳴
尾
西

鳴
尾
東

小

　松
小松の三つの花火大会小松の三つの花火大会

DANCHIつながるーむDANCHIつながるーむ
～夏休みは団地で楽しもう！～～夏休みは団地で楽しもう！～

甲
子
園
浜

ららぽーとで復活！ 鳴尾西校区の盆踊り

⇐�屋内：参加の子どもたちとスタッフの�
真剣なまなざし

広告
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明
和
病
院
で
「
未
来
の
医
療
を

体
験
す
る
「
外
科
手
術
体
験
セ
ミ

ナ
ー
」
が
、
８
月
１
日
に
地
元
の

中
高
生
を
対
象
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　「
未
来
の
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
に

な
る
君
た
ち
へ
」
と
題
し
た
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、
実
際
の
医
療
現
場

に
触
れ
る
こ
と
で
、
将
来
の
医
療

の
担
い
手
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
、
明
和
病
院
副
院
長
の

相
原
司

先
生
か

ら
、
消

化
器
外

科
医
が

減
少
し

て
い
る

現
状
や

医
療
技
術
の
進
歩
に

よ
っ
て
若
手
医
師
が

活
躍
で
き
る
場
面
も

増
え
て
い
る
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
院
の
消
化

器
外
科
で
活
躍
す
る

現
役
の
医
師
や
看
護

師
の
皆
さ
ん
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
中
高
生

24
人
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
縫
合・
結け

っ

紮さ
つ

」「
腹
腔
鏡
」「
手
術

室
」「
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト（
ｈ
ｉ

ｎ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
TM
）」の
４
つ
の
体

験
に
挑
戦
。現
役
の
医
師
や
看
護

師
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

実
際
の
手
術
室
や
医
療
機
器
を
使

っ
た
貴
重
な
体
験
に
、参
加
者
は

真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
参
加
者
に
は
、
将
来
、
医
師
や

医
療
従
事
者
を
目
指
し
て
い
る
人

も
多
く
、
明
和
病
院
か
ら
は
「
実

際
の
医
療
に
触
れ
た
今
回
の
体
験

が
、
参
加
し
た
学
生
の
明
る
い
未

来
に
役
立
て
ば
、
こ
れ
以
上
の
喜

び
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
中
高
生
に
と
っ
て
、
医

療
の
仕
事
や
最
新
技
術
を
身
近
に

感
じ
、
医
療
へ
の
理
解
を
深
め
な

が
ら
、
自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
る
貴
重
な
1
日
と
な
り
ま

し
た
。

　
昭
和
５
（
1
9
3
0
）
年
12
月
、

川
西
航
空
機
は
本
社
と
工
場
を
高

須
の
地
に
移
転
し
、
水
上
航
空
機

の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
は
海
軍
の
要
請
を

受
け
て
局
地
戦
闘
機
の
製
造
に
も

着
手
。
多
く
の
技
術
者
や
労
働
者

が
集
め
ら
れ
、
最
盛
期
に
は
５
万

人
を
超
え
る
人
員
を
抱
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
急

速
な
人
員
増
加

の
中
、
従
業
員

ら
の
医
療
を
担

う
施
設
と
し
て
、

昭
和
17
年
９
月

12
日
、
現
在
の

場
所
に
川
西
航

空
機
付
属
病
院

と
し
て
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
病
院
は
川
西

航
空
機
の
従
業
員
や
そ
の
家
族
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
一
般
住
民
の

診
療
も
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
地
域

と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
き
ま
し

た
。

　
終
戦
後
は
、
川
西
航
空
機
の
後

継
会
社
で
あ
る
新
明
和
興
業
株
式

会
社
か
ら
独
立
。
そ
の
後
、
現
在

の
「
医
療
法
人
信
和
会 

明
和
病

院
」
へ
。

　
地
域
に
開
か

れ
た
病
院
と
し

て
歩
ん
で
き
た

歴
史
は
現
在
に

も
受
け
継
が
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
通
し

て
地
域
と
交
流

を
大
切
に
し
な

が
ら
続
き
ま
す
。

参
考
文
献：「
鳴
尾
村
誌
」

知
っ
て
る
？ 

明
和
病
院
の
歩
み

旧明和病院の全景（昭和29年）
（明和病院ホームページより）

医療の仕事を学ぶ

手術室を見学

ロ
ボ
ッ
ト
操
作
を
体
験

中高生が体験！中高生が体験！
医療の現場と医療の現場と
最 新 技 術最 新 技 術

広告
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甲
子
園
筋
の
街
路
樹
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
阪
神
甲
子
園
球
場
近
く
の
住
宅

地
を
南
北
に
貫
く
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
「
甲
子
園
筋
」。
ポ
プ
ラ

と
プ
ラ
タ
ナ
ス
が
並
ぶ
緑
豊
か
な

通
り
と
し
て
長
年
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
整
備
か
ら
70
年
以
上
が
経

過
し
、
街
路
樹
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
道
路
沿
い
の
街
路
樹
は
、
根
を

伸
ば
せ
る
空
間
が
限
ら
れ
る
な
ど

厳
し
い
環
境
で
育
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
外
見
は
元
気
に
見
え

て
も
幹
の
内
部
が
腐
っ
た
り
、
空

洞
化
し
た
り
、
台
風
や
強
風
に
よ

る
枝
折
れ
や
倒
木
に
つ
な
が
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
根
が
歩

道
を
持
ち
上
げ
る
「
根
上
が
り
」

に
よ
る
歩
道
の
凸
凹
も
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
安
全
上
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
兵
庫

県
で
は
歩
行
者
や
車
の
安
全
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
阪
神
間
モ
ダ

ニ
ズ
ム
を
受
け
継
ぐ
美
し
い
景
観

を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
阪
神
甲

子
園
駅
か
ら
国
道
２
号
ま
で
の
街

路
樹
を
計
画
的
に
更
新
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
令
和
３
、
４
年
度
に

は
計
５
回
の
住
民
参
加

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
イ
ペ
ー
と
ク
ス
ノ
キ

を
選
定
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
調
査
で
イ
ペ
ー
が

街
路
樹
と
し
て
必
要
な

生
育
条
件
を
満
た
さ
な

い
こ
と
が
分
か
り
、
改
め

て
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
６
、
７
年
度
に
は

４
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、景
観
や
安
全
性
、落
葉
、

維
持
管
理
、
生
き
物
へ
の
配
慮
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
話
し

合
っ
た
結
果
、
新
た
な
樹
種
を
プ

ラ
タ
ナ
ス
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
一
斉
に
木
を
伐
採
す
る

の
で
は
な
く
、
健
康
な
木
は
残
し

な
が
ら
、
倒
木
な
ど
の
危
険
が
あ

る
木
か
ら
順
次
植
え
替
え
さ
れ
ま

す
。
令
和
８
年
度
は
、
倒
木
の
危

険
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
木
の

伐
採
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
長
年
、
地
域
を
見
守
っ
て
き
た

甲
子
園
筋
の
緑
。
そ
の
魅
力
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
安
全
で
歩
き
や

す
く
、
美
し
い
街
路
樹
の
風
景
を

次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今の甲子園筋の様子

も
の
作
り
を
楽
し
む
参
加
者
た
ち

大型化して
強い剪定が必要

街路樹植え替えの考え方

世代を超えてつながる つどい場「まんなか」

　世代や背景に関わらず、どんな人も気軽に立ち寄れる居心地の良い場所を目指して、令和７年６月に開所した
共生型地域交流拠点です。開所以来、大勢の大人や子どもたちが来所しています。コーヒーを飲みながらのんび
りと、また、友達と宿題をしたり、ゲームを楽しんだり、過ごし方は多種多様です。
　８月19〜23日に、「DANCHIつながるーむ〜夏休みは団地で楽しもう！〜」を開催。5日間にわたり、いろい
ろな「ものづくり」に挑戦しました。
　「『行けば誰かがいる』世代を超えたコミュニケーションが生まれています。これからも地域のより多くの人々
に、『まんなか』があって良かったと思っていただけるつどい場づくりを続けていきたい」と代表の木下ちかさん。
　ふらっと立ち寄れば、誰かと出会える。そんな温かな場所「まんなか」を、一度訪れてみてはいかがでしょうか。

つどい場 「まんなか」

開設日時　�月曜日～金曜日（祝日は休み）�
４～10月　12～18時　／　11～３月　11～17時

開設場所　武庫川団地　１９号棟�２階
参 加 費　無料（行事によっては予約、有料の場合があります）
問い合わせ先　０７９８－４２－８６１１
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鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

●
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

 「
ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」  

開
催
日：12
月
20
日（
日
）

時
間：14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）

出
演：ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

会
場：な
る
お
会
館 

３
階
集
会
室

定
員：1
0
0
人（
入
場
無
料
）

申
込：11
月
30
日（
月
）必
着

往
復
は
が
き
に
、代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
申
し
込
み
人
数

（
２
人
ま
で
）を
記
入
の
上
、
な
る
お

会
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

な
る
お
会
館
文
化
祭
の
お
知
ら
せ 

 

舞
台
発
表 

　
３
階
集
会
室

令
和
９
年
３
月
14
日（
日
）

10
～
15
時
ご
ろ

 

作
品
展
示 
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月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

11 12 木 13：30～15：30
「逆賊の幕臣」小栗忠順の生涯
～世界を見た若きサムライの挑戦～
定員：100人　対象：一般　当日受け付け

元西宮市立西宮東高等学校教頭
霜澤　喜代子

鳴尾公民館
℡47－3838

11 26 木 13：30～15：30
「逆賊の幕臣」小栗忠順の生涯
～江戸幕府崩壊と消された偉業～
定員：100人　対象：一般　当日受け付け

元西宮市立西宮東高等学校教頭
霜澤　喜代子

★ 12 10 木 14：00～15：30

「絵手紙入門」
定員：24人　対象：一般
事前申込： 11月26日（木）以降　※1人2人まで申し込み可能 

9時～12時、12時45分～16時45分
材料費：300円（当日徴収）
持ち物：水彩用の細筆、書道用の細筆、油性の細マジック
※筆の販売は、別途有料300円

絵手紙作家
大畠　ひろ

★ 12 17 木 10：00～11：30
つみき会　共催 キッズクリスマス 親子でＸmasを楽しもう
事前申込： 10月15日（木）10時～来館にて受け付け 

（先着順、土日祝可）
定員：20組　対象：未就学児と保護者

鳴尾東地区社会福祉協議会
「つみき会」

鳴尾東公民館
℡49－1300

11 18 水 14：00～15：30
愛と夢♡なないろファンタスティックショー
♡皆様方と～絆の風　明るく楽しく和やかに～
定員：70人　対象：一般　当日受け付け

宝塚歌劇団第48期生
ラジオ関西パーソナリティー
風　さやか

南甲子園公民館
℡49－4741

11 15 日 13：30～15：00
健康・福祉講座　歌って元気に！音楽ケア体操！
脳トレ・筋トレ・心トレでみんな笑顔に
☆フルート、オカリナのミニコンサートもあります
定員：40人　対象：一般　当日受け付け

チーム「なでしこ」
認知症予防音楽ケア体操指導員
中尾　奈津子　　田伐　マリ子
吉田　貴美子

学文公民館
℡41－605011 29 日 14：00～15：20

子ども・子育て講座
歌遊び・手遊び・人形劇　～また会えたね！～
定員：60人　当日受け付け
対象：未就学児～小学生（保護者も参加可）

「おはなし・わくわく便」
代表　 わくわく（阪本　みずほ） 

るんるん（北野　次子） 
とことこ（藤井　智子）

12 5 土 14：00～15：30
健康・福祉講座　治療できる歩行障害を見逃さない！
～高齢者が自立した生活を続けるために～
定員：40人　対象：一般　当日受け付け

西宮協立脳神経外科病院
脳神経外科副部長
大村　知久

12 8 火 14：00～15：30
健康講座　年末年始の食べ過ぎをリセット
～薬膳で整える冬の食養生～
定員：50人　対象：一般　当日受け付け

ジン医院　漢方内科医
松沢　祥子 高須公民館

℡49－1312
12 13 日 13：30～15：30

クリスマスコンサート in TAKASU 
定員：200人　対象：一般　当日受け付け
会場：西宮市立鳴尾南中学校　体育館

西宮市立鳴尾南中学校吹奏楽部
西宮市立高須中学校吹奏楽部
武庫川女子大学吹奏楽部

【地域医療講座】講師：明和病院医師など（明和病院の協力を得て開催している講座です）

12 8 火 14：00～15：30 健康講座　今日からできる感染対策
定員：40人　対象：一般　当日申し込み

明和病院　感染防止対策室
奥田　久美子

鳴尾東公民館
℡49－1300

11 20 金 14：00～15：30 健康講座　白内障
定員：50人　対象：一般　当日申し込み

明和病院　眼科　
田中　久子

高須公民館
℡49－1312

広告
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